別紙13

· 爆破等のテロリズムに関する対応マニュアル
















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 




爆破予告





・日付・時刻・場所等をできるだけ詳細に聴き取りメモする。（別紙14テロ・爆破予告等様式に記録しておくこと）


・声の質、特徴、方言等や周りから聞こえてくる雑音


・可能であれば録音する。


等も詳細にメモをとる。








不審物発見時は、「触れない」「動かさない」「近づかない」を職員に徹底（庁舎内自主警備マニュアル（別紙15）参照）





・コピーせずに即時供覧する。


・消印等があれば記録する。





◆警察へ通報


◆（本庁の場合）防災センターまたは総務局庁舎管理担当へ連絡


◆（市税事務所の場合）防災センター等へ連絡


（別紙９　関係機関連絡先一覧　参照）





・総務班へ状況報告（事務所隊の場合は税務隊管理班を通じて行うこと。）


・総務班より危機管理室（6208-7387）に報告、連携





財政局長に報告し、判断を仰ぐ。【ただし、局長が不在の場合等で緊急判断を要する場合は税務総長に判断を仰ぐ】





避難実行の判断





避難する必要がない場合








避難する





避難時にはパニックが生じやすくなることから、職員一人ひとりが慌てないという気持ちを強く持ち、冷静かつ適切に行動することが求められます。


来庁者を避難誘導する際は、「落ち着いてください」と声をかけながら、職員とともに避難していただくようにしましょう。





庁舎外など最も安全な場所へ誘導する





危機管理室と連携し対策本部を立ち上げる





情報収集に努めるとともに避難が必要になった場合に即座に対応できるように努める。


・財政局長へ状況報告、連絡調整


・巡回の実施（不審物等の確認点検）


・避難誘導に備え、非常階段の開放や避難経路等の確認（エレベータの利用制限等の準備）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等





・財政局長へ状況報告、連絡調整、指示の伝達


・巡回の実施（不審物等の確認点検）


・避難後の施錠及び各玄関の開閉など


・避難場所及び避難完了の確認


・立ち入り禁止区域の設定やエレベータの利用制限及び使用禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








